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NHK テレビの「ニュースで英会話」講師の鳥飼玖美子先生が豊橋に来られます。 

誰でも自由に参加して聴くことができます。 



 

 

第１回 Language Café 特別版が開催されます。 

気軽に参加してください。 

  



 

三浦孝 山中哲夫 ジョイントコンサート 

ランゲージ・カフェ特別版「英語の歌、フランス語の歌」 

 11 月 2 日（木）3限（13：20 – 14：50） 

 於 3 号館ランゲージ・カフェ 

 

 

 

中尾 今日は、来月 2 日に行われる三浦孝 山中哲夫 ジョイントコンサート「英語の歌、フランス語の歌」

のご案内をいたしたいと思います。愛大豊橋に授業で歌われる先生が二名ほどいらっしゃるとのうわさを聞き

つけて、ご両名に白羽の矢を立てて実現した、豊橋キャンパス始まって以来の画期的なイベントです。三浦先

生はカントリーを主に歌っておいでということですが…。 

 

三浦 はい。ブラザーズ・フォーの曲を中心にずっと歌ってきました。カントリーということで、中西部をは

じめとするディープなアメリカを描いた曲目であり、そこには、大自然、故郷というテーマが見られます。 

 

中尾 今回、先生の方から Home というテーマを出されましたので、いろいろこのグループの曲を見てみたの

ですが、その中で、ニューオーリンズのホームのことをうたったものがあったので、真っ先に取り上げさせて

いただきました。 

 

三浦 どうして、また、ニューオーリンズなんですか？ 

 

中尾 ニューオーリンズをはじめとするルイジアナは、旧フランスの植民地で、今回のテーマにひっかかって

くるかもしれないと思ったからです。アメリカにしては、少し疲れたような、貧困やどうしようもなさがあっ

て、シャンソンの世界と通じるところがある。 

 

三浦 それはあまりカントリー的とは言えないんですが、ニューオーリンズはブルース発祥の地です。 

 

中尾 ただ、少年はそこへ帰ってくるわけですよね。その他の元気のよいカントリーソング同様に。Rising Sun

というのはアイロニーですか？ 

 

三浦 Sin and misery とあるようにスラムの一角にある朝日の当たる家です。アメリカ人にとっては Home は



 

とても大切で、心のよりどころです。 

 

中尾 今回、この曲に対しては、L’étranger（異邦人）という曲をぶつけてみたんですが、フランスの場合、

都会に出たら戻らない。そこで、都会人の孤独をまとい、群衆のひとりとなって、見知らぬ人と行きずりの恋

に身を任せる。そんな孤独な歌が L’étranger です。 

 

三浦 長い歌ですね。 

 

中尾 歌うというよりは、語るという感じの強い曲です。律儀に韻を踏んでいて、古風な歌です。 

 

三浦 救いようもなく暗い歌ですね。 

 

中尾 そういってしまえば元も子もないわけですが、2 番目の歌 La vie en rose はその裏返しのようなもの

で、ここでは愛の喜びが歌われます。この歌からわかるように、フランスでは幸福はバラ色（ピンク）であら

わされるのですが、ブラザーズ・フォーの有名な曲に Seven Daffodils というのがあって、Daffodils は、白

いのもありますが、seven golden daffodils とあるように黄金色になっています。大邸宅も買えないし、土地

も持っていないという具合に始まる歌詞を見ると、この黄金色というのがよくわかる気がします。 

 

三浦 まあ、ピアフの歌のように恋愛至上主義ではなく、ある意味レアリストの一面が覗いているんだと思い

ます。ブラザーズ・フォーの歌には、社会的な広がりがあります。そして何よりも、自然の香りがします。The 

Green Leaves of Summer なんかをみればわかるのですが、それが郷愁と結びついている。我々日本人の感覚と

も合致したものになっています。 

 

中尾 確かに、シャンソンに描かれる「愛」にはある種の人工性が付きまといます。まあ、それが「芸」なの

だと言ってしまえば身もふたもないわけですが、受け入れられにくいと言えばそうだと思います。 

 

三浦 最後に Take Me Home, Country Roads を選んでいますが、これはどうしてですか？ 

 

中尾 もちろん、先生の持ち歌のリストにあったということも大きいのですが、今までの流れの中で、自然と

いうことをテーマとした場合、どのような対照が英語の歌とフランス語の歌との間に浮かび上がってくるのだ

ろうかと考えたわけです。 

 

三浦 なるほど。 

 

中尾 今の季節、シャンソンの Les feuilles mortes は外せないとして、都会のちまちました自然と対比でき

るようなカントリーソングは何かと考えた場合、まあ、第一候補になるだろうということです。自然を描くこ

とは、シャンソンには苦手なのだという当たり前のことに気づいたというわけです。 

 

  



 

2017 年 10 月 

LANGUAGE・CAFÉ 5 限の部 プログラム 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 EC 
Study Skills 
 

  

Daniel Devolin 

3 CF 
(経歴について) 

インタビューする 

 
Régis Olivero 

4 EC 
Songs 

 

  
Daniel Devolin 

5 6 EC 
How to use 

Examples 

 
Simon Sanada 

7 

8 9 EC 
Reading for Fun 

 

  
Daniel Devolin 

10 CF 
道を訊く 
案内する 

 
Régis Olivero 

11 EC 
Poems 

 

 
Daniel Devolin 

12 13 EC  
Sample 

Presentation 

 
Simon Sanada 

14 

15 16 EC 
The Arts 

 

 
Daniel Devolin 

17 CF 
道を訊く 
案内する 

 

 

 

 

 

Régis Olivero 

18 EC 
Movies 

 

 
Daniel Devolin 

19 20 EC 
Student led 

presentation and 

discussion  

 
Simon Sanada 

21 

22 23 EC 
The News 

 

 
Daniel Devolin 

24 CF 
市場で/お店で買

い物をする 

Régis Olivero  

25 EC  
Books 

 

Daniel Devolin 

26 27 EC 
Student led 

presentation and 

discussion  

 
Simon Sanada 

28
Multicultural 

And 

Multilingual 

Identities 

(多文化・多言

語・アイデンテ

ィティを考え

る) 

29 30 EC 
October Festivals 

And Holidays 

 
Daniel Devolin 

31 CF 
市場で/お店で買

い物をする 

Régis Olivero 

EC=English Café CF=Café français 

プログラムは変更することがあります。 

 

LANGUAGE・CAFÉ 昼休みの部 ： English Café  月・火・水・金 中文茶座 火 Café français 金 
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